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ＴＫ－８５０揚液 ＨＡＺＯＰまとめ表 
 
 

ノード名 リコメンド№ 指摘事項 担当部門 検討結果 

揚液 1/3 
気液分離器作動不良によりメ

タノール噴出 
タンク 

ヤード課 

試運転時確認、弁の点検を確実

に実施 

送出 2/3 

スタート時のタンク底板、側板

の鉄、鉄さび混入により、ユー

ザー側で濃縮、爆発の危険性あ

り 

タンク 

ヤード課 

使用開始前には十分な清掃を

行うとともに、定期的に当分の

間分析を実施。また、初期の送

り出しはカートリッジフィル

ターを架設して対応する。 
厳しいユーザーには自前でフ

ィルターを設置してもらう。 

出荷 3/3 

船出荷時の対応として、ＰＣＶ

の追従性を確保して空気の吸

い込みを極力なくすこと。 
またＢｚ弁不調時でもタンク

ペコを起こさせないこと。ＣＶ

開度ＳＥＱ化、Ｅｘａ化など

を。 

タンク 

ヤード課 

出荷時は決められたプログラ

ムにより流量制御を行い、最初

から大量に出荷させない。 
また、ＳＥＱを活用してスター

ト時は前もってＰＣＶ開度を

多く開けて対応する。 
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